
第 ２３期決算公告 

平成２６年６月１６日 

佐賀県伊万里市大川町川原５５１５番地 

株 式 会 社  フタバ九 州 

取締役社長 濱田伸治 

 

（平成２６年３月３１日現在） 

科   目 金  額 科   目 金  額 

 （資産の部） 

流 動 資 産 

   現 金 預 金 

      売 掛 金 

   製 品 

   原 材 料 

   仕 掛 品 

   貯 蔵 品 

   未 収 入 金 

その他の流動資産 

 

 

固 定 資 産 

有形固定資産 

   建 物 

   構 築 物 

   機 械 装 置   

   車 輌 運 搬 具 

   工 具 器 具 備 品 

   土 地 

リ ー ス 資 産 

   建 設 仮 勘 定 

 

無形固定資産 

ソ フ ト ウ ェ ア 

施 設 利 用 権 

   その他の無形固定資産 

 

投  資  等 

   長 期 貸 付 金 

  そ の 他 の 投 資  

千円 

４，７８９，４３１ 

１，４１０，５８２ 

２，２１６，７２７ 

１９５，５６３ 

３３，０６６ 

３５６，１９２ 

６６，０２１ 

５１０，２１９ 

１，０５８ 

 

 

４，０２８，８１１ 

３，９８４，５７５ 

２，３４２，８９１ 

６７，７１３ 

７５４，６３５ 

５，１３８ 

１５２，７９３ 

６３７，１０１ 

１，９４１ 

２２，３５９ 

 

４，６３９ 

１，７８３ 

２，５５４ 

301 

 

３９，５９５ 

３８，３３７ 

１，２５８ 

 （負債の部） 

流 動 負 債 

   支 払 手 形 

   買 掛 金 

   未 払 金 

未 払 費 用 

   預    り    金 

未 払 法 人 税 等  

未 払 消 費 税 

リ ー ス 債 務 

 

固 定 負 債 

   退職給付引当金 

ﾃ ﾞ ﾘ ﾊ ﾞ ﾃ ｨ ﾌ ﾞ 債 務 

リ ー ス 債 務 

 

負 債 合 計         

 

（純資産の部） 

株 主 資 本 

資  本  金 

資 本 剰 余 金 

   資 本 準 備 金 

その他資本剰余金 

 

利 益 剰 余 金  

その他資本剰余金  

繰越利益剰余金 

 

   

純資産合計 

千円 

３，３２３，４２３ 

２５７，３９０ 

２，３３７，００９ 

７０，１０３ 

５６８，２８８ 

１２，４８５ 

１６，７７１ 

５９，９３５ 

１，４３８ 

 

１，０１４，５９０ 

９０７，５２４ 

１０６，３４５ 

７１９ 

 

４，３３８，０１３ 

 

 

４，４８０，２２９ 

４６０，０００ 

５，４３８，４９８ 

４５０，０００ 

４，９８８，４９８ 

 

△１，４１８，２６８ 

△１，４１８，２６８ 

△１，４１８，２６８ 

 

 

４，４８０，２２９ 

資  産  合  計 ８，８１８，２４３ 負債及び純資産合計 ８，８１８，２４３ 

 

 

 

 

 

 

貸借対照表 〔単位：千円〕 

― １ ― 



個 別 注 記 表 
 

［重要な会計方針に係る事項に関する注記］ 

１．資産の評価基準および評価方法 

たな卸資産 

製品・原材料・仕掛品・貯蔵品は主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により評価しております。 

２．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産 

定率法を採用しております。ただし、平成 10 年 4 月 1 日以降に取得した建物（建物附属設備を

除く）については定額法を採用しております。 

（２）無形固定資産 

定額法を採用しております。なお、耐用年数および残存価額については、法人税法に規定す

る方法と同一の基準によっております。ただし、自社利用のソフトウェアについては､社内にお

ける利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。 

（３）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用年数と

し、残存価格をゼロとする定額法によっております。 

３.引当金の計上基準 

 

退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債

務に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計

上しております。 

 

４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

 

消費税等の会計処理 

消費税および地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

５.計算書類作成のための基本となる重要な事項の変更 

 
該当事項はありません。 

 

［貸借対照表に関する注記］ 

 

１. 有形固定資産の減価償却累計額  13,470,643 千円 

関係会社に対する金銭債権および金銭債務 

短期金銭債権 2,244,039 千円 

２. 

短期金銭債務 1,828,489 千円 

 

 

［損益計算書に関する注記］ 

  

関係会社との取引高 

営業取引による取引高 

売上高 26,048,668 千円 

仕入高 18,082,522 千円 

営業取引以外の取引による取引高 864,045 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 ― ２ ― 



［株主資本等変動計算書に関する注記］ 

 1.発行済株式の種類及び株式数に関する事項 

 

当会計年度末の発行済株式の種類及び総数 

      普通株式 ： ９，３００株 

 

 2.自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 

該当事項はありません。 

 

 3.配当に関する事項 

 

   ①配当金支払額 

 

    該当事項はありません 

 

   ②基準日が当会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌会計年度となるもの 

     

該当事項はありません 

 

［１株当たり情報に関する注記］ 

 

１． １株当たり純資産額         ４８１，７４５円１４銭 

 

２． １株当たり当期純利益         ２０，２４０円５２銭 

 

 

［重要な後発事象に関する注記］ 

 

該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ― ３ ― 


